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   第５９号(令和３年(2021年)１１月号）               

 

・やしお市民大学ＯＢ会編集委員会・

 ＯＢ会総会  

☆やしお市民大学ＯＢ会総会☆ 

4月 17日(土)10:45より、やしお

生涯楽習館多目的ホールに於いて、

やしお市民大学ＯＢ会の定期総会が

開催されました。昨年に引き続き新

型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、入館時には体温測定、手指消

毒、問診票記入を行い、各座席は間

隔をあけて着席しました。また、今年も来賓をお迎

えすることな

く、懇親会、各

部会による活動

発表会もなく開

催されました。

司会の山本直樹

氏(16期)、議長

の鹿野雅巳氏(16

期)によるスム

ーズな運営によ

り、報告及び議

事は滞りなく進

行し、決算、予

算をはじめ、正

副会長、各役員

改選など全ての

議案は原案通り

承認されました。開催に当たっては役員を始め、多

くの会員の皆様のご協力を頂きました。心から感謝

いたします。 

今年度は役員改選期に当り新会長には 10期の豊田 

隆氏、副会長には 12期寺嶋 誠氏、14期金澤文子氏

が就任されました。（＊会則上の任期は 1年） 

また、副会長・会長とＯＢ会に長年貢献された玉

木稔前会長に対し、感謝の意を込めて花束の贈呈

がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆新会長挨拶☆ 

この度、玉木 稔氏の

後任として会長に就任致

しました豊田 隆と申し

ます。 

やしお市民大学は修業

期間 2 年の中で自主研究

の課題があり、グループ

による調査・研究、並びに

発表会があるため、その

活動を通じた学生同士の

絆が生まれます。卒業後

はＯＢ会に入会し、企画・協働・部会等の活動を通じ

て先輩・後輩との幅広い親睦ができ、仲間を募って更

なる地域貢献活動をしている会員も多くいます。 

他の地域でみられる市民大学は期間が短く、テーマ

が断続的な場合があることから修了後の絆が希薄で

地域貢献活動には結びついていないように思われま

す。 

地域に知り合いの少ない定年退職者やその配偶者

などが市民大学に入学し、卒業後ＯＢ会の活動や懇親

会などを通じて生活の幅を広げ、仲間を増やし、「会員

の生活がより充実していくことにＯＢ会が役立てれ

ば」と考えております。また、「会員がまちづくりや地

域貢献活動を行う際の出発点としてＯＢ会がそのお

手伝いをできれば」とも考えております。 

コロナ禍での出発になりましたが、ＯＢ会は市民大

学 17 期の卒業生を迎えることができました。多くの

活動が中止に追い込まれておりますが、諸先輩が作り

上げ、発展させてきましたＯＢ会の維持発展に努める

所存ですので、会員各位のご協力と、ご指導ご鞭撻を

賜りますようお願い申し上げます。 

（新会長 10期 豊田 隆） 
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☆前会長退任の挨拶☆ 

 先般の総会をもちまして会長を退任致しました。2

年間大過なく終えることができましたのは、役員並び

に会員各位のご協力の賜物と厚くお礼申し上げます。 

 平成 31年 4 月に川和田政子前会長から引き継ぎ、

ＯＢ会の継続と発展に心掛けてまいりました。前半は

ほぼ計画通り活動できましたが、後半は新型コロナの

感染拡大により、令和 2年度総会の日時及び会場の変

更等を含めて混迷し、諸活動もあまり実施できません

でした。 

 令和 2 年度は一部の企画講座は実施できましたが、

グランドゴルフ、法話を聴く会、学長懇話会は実施で

きませんでした。ＯＢ会の大事な部分であります部会

活動も一部にとどまり、まったく活動できなかった部

会もありました。市民まつり、花桃まつりも中止とな

り協働活動の場もなくなりました。経験したことが無

い感染症拡大の中で、試行錯誤を続けましたが、活動

に結びつかず心残りでした。 

 新型コロナはワクチン接種が進んでいますが、一方

では変異ウイルスの感染拡大により、なかなか終息の

目途がたたない状況です。このような環境下でＯＢ会

活動も難しい面が多々あると思いますが、豊田 隆新

会長を中心に活性化が図られることを願っています。 

2年間誠にありがとうございました。 

(前会長 10期 玉木 稔） 

 

  企  画 活  動  

＝＝企画講座＝＝ 

☆「古典を楽しもう」に参加して☆ 

5月 14日(金)10:00～12:00、楽習館映像ホールに於

いて開催された企画講座「古典を楽しもう」に参加し

ました。講師はいつもの坂本藤次氏、新型コロナを心

配しながらも参加者はＯＢ会員 10 名、一般 7 名の合

計 17 名でした。今回のテーマは伊勢物語第 63 段(つ

くも髪)でした。伊勢物語は平安時代の成立で、残存す

る日本最古の歌物語です。また作者不詳です。 

私は、初めての参加で、古典は難しいと考えていま

した。一緒に声を出して読むことで古文の読み方、文

字の読み

方、句読

点を使っ

ての文章

の 読 み

方、息継

ぎなどが

解かりま

した。古

典が難し

いことに

変わりはないのですが、講座が進むにつれて興味が湧

き、楽しい時間を過ごすことができました。また、講

師の解りやすい説明と問題プリントの解説で更に理

解が深まりました。 

平安時代初

期に実在した

貴族、在原業

平(ありわら

のなりひら)

を主人公にし

たと思わせる

恋愛と様々な

女性遍歴の和

歌。文中の面

白い言葉を例

示すると。「く

さ鶏」：漢字に

すると腐鶏で

意 味 が 分 か

る。腐った鶏

である。「玉の緒ばかり」：たまに点が有るのでみたま

命？玉の緒がかすかに肌に触れる程度の不十分なも

どかしい触れ方の比喩である。不十分な短い時間。「む

ばら」：トゲのある小木の総称。「つくも髪」：百年に 1

年足らないので九十九で「つくも」。ツクモという海藻

が老女の白髪に似ている。問題シートの意味を考え

る・・・a.哀れがりて［息子の気持ちに感謝する］ b.

哀れと思いて［女性に同情する］ 面白い言葉が他に

もいろいろありました。 

言葉の面白さ、日本語の奥行き、深さを感じました。

講座に参加できて良かったと思います。 

時折、みんなの笑い声が聞こえ、古典を楽しむ事がで

きました。愉しい時間を有難うございました。 

（13期 酒井美代子） 

 

                       

☆「よくわかる介護保険」☆ 

6月 11日(金)10:30～12:00、やしお生涯楽習館 映

像ホールにて講師 八潮市役所 長寿介護課 介護支援

係 保健師 堀内美希氏、主事 島田真奈氏を迎えて

「よくわかる介護保険」について講演をいただいた。

参加者 12名であった。 

１．八潮市の現状    ２．介護保険制度について  

３．介護予防について 講演いただきました。 

 八潮市の総人口は令和 3年現在 92,493人で 65歳

以上の高齢者は 20,970人、構成比は 22.67%となって

います。この構成比は 63ある市町村の中で 59番目
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と低い方ではあります。し

かし、75歳以上の後期高

齢者では数・率ともに増加

傾向にあります。 

また骨折や認知症等で要

支援・要介護認定者も、全

国や埼玉県全体に比し、少

ないものの年々増加してお

り、市民の健康寿命を伸ば

すことが重要です。 

 健康で長生きできるのは

とても良い事で、誰もが望むことです。しかし加齢

に伴う疾病等で要介護状態となった場合に、本人の

尊厳を保持し、日常生活を営むことができるよう、

必要なサービスを受けることができる介護保険制度

は「高齢者の暮らしを社会みんなで支えるしくみ」

です。 

 そしてその前に介護予防が大切です。健康寿命を

伸ばすためにフレイルを予防しましょう。フレイル

とは加齢ととも

に心身の機能が

低下してきて

「健康」と「要

介護」の中間の

状態にあること

を言います。多

くの高齢者がフ

レイルを経て要

介護状態になる

ので、フレイル

を予防・改善す

ることが健康寿

命を伸ばす重要

なカギとなるの

です。そのためには「栄養 

(食生活・口腔機能)」「運動(身体活動）」「社会参

加」の 3つを意識して日頃の生活を見直していくこ

とが大切です。 

 そのために八潮市では年間を通していろいろな体

操教室や予

防教室、予

防講演会等

を開催して

いるので多

くの方々の

参加を願っ

ています。 

 介護やサ

ービスに関

する各種相談や問い合わせは身近な地域包括支援セ

ンター(担当地域により 4分割）に、また介護保険制

度に関する問い合わせは市役所 長寿介護課 介護支

援係にお願いします。 

                           

（14期 髙橋専一） 

 

 協 働 活 動  

☆埼葛人権を考えるつどい☆ 

埼葛人権を考え

るつどいは 30回の

節目の開催となり

ました。この「つ

どい」には埼玉県

東部の埼葛地区 12

市町の市長・町長

を始め、多くの人

が参加して「人権

尊重社会をめざす

県民運動」事業と

して実施している

ものです。 

 今回は春日部

市での開催とな

り、春日部駅か

ら会場までの道

沿いにメッセー

ジプランターが

置かれてあり、

会場には１０万

人メッセージや

１０万羽の折り

鶴、正しい道へ

導く「義」の帆

船などが展示さ

れていました。 
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舞台上では「手話ダンス」、「ささら獅子舞」など

素晴らしい発表がありました。そのうち、ささら獅

子舞は 370年以上前から松伏神社に伝わるもので、

現在も「ささら獅子舞保存会」により伝承されてい

ます。 

また、正保 3年 5月の角兵衛獅子舞の「獅子舞免

状」が現存しており、埼玉県内には、２点しかない

そうです。（掲載の獅子舞風景写真は松伏町文化協会

の H.Pより転載） 

正面入り口横ではミニトレインの運行がありまし

た。このトレインの製作・運営は埼玉県立春日部工

業高校の機械科、建築科、電気科の皆さんによるも

のです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13期 西村のり子） 

 

☆写真展開催☆ 

 5月 24日(月)～5月 29日(土)、楽習館 1階ホール

に於いて、市民大学とＯＢ会の共催で写真展が開催

されました。 

市民の皆様に市民大学の授業内容及び活動と、Ｏ

Ｂ会の活動を知って頂くと共に、市民大学入学者増

加を目指し開催されました。 

掲示作業等お手伝いいただいた方にはお疲れ様で

した。有難うございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部 会 活 動  

＝＝料理部会＝＝ 

☆3種類のパンつくりに挑戦☆ 

 いつも利用している八幡公民館が改造工事のため

（７月から来年 3月まで閉館）今期最初で最後の教室

を 6 月 10日(木)に開催しました。参加人数は５名、

穏やかな雰囲気で開催できました。 

 3種類のパンつくりに挑戦、パンの１次発酵は自宅
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（時間を要するため）で、２次発酵以降皆様にお願い

する。時間がかかれば乾燥するため手際よくこねる必

要がありますが、初めてパン生地に触れる人は恐々で

した。アスパラ入りのパン（食べたことありますか？）

とポピュラーなチーズパン、アンパンを作って頂いた、

アツアツなパンを一口、「美味しい！」。  

 残念なことに調理室のレンジ（ガス）のため、使い

慣れてなく温度調整、焼く時間に戸惑いました。 

おなじみのハンバーグ（シチューから変更）もフラ

イパンを使わない（オープン使用）、ふわふわハンバー

グその秘訣はつなぎに「麩ふ」を使っています。（それ

なりの歯ごたえもあります）チーズスープとサラダ、

どら焼き（写真なし）と琵琶ゼリーに生クリームを固

め、載せたものです。（パイナップルならビールに見え

ます） 

準備するのも大変ですが、参加者に喜んでいただき

開催してよかったと満足しています。 珍しい料理に

チャレンジしていきます。 

 企業秘密 ジャガイモをすって入れると「もちもち

した」パンに焼きあがります。 

  

お詫び 急きょ開催

したので、過去にキャン

セルされた人には連絡

していません。通常はキ

ャンセル料をいただい

ていますが、請求はして

いません。 

写真撮るのを忘れ、参

加メンバーの写真はあ

りません。 

 （1期 池渕 勉） 

 

＝＝太極拳部会＝＝ 

☆太極拳をはじめて２年☆ 

私が太極拳を始めて 2年になりましたけれど、まだ 

まだ まだです。你好（ニイハオ）で始まり、立禅、ス

ワイショウ(スワイショウとは、中国で古くから伝わ

ってきた腕を振る運動)、八段錦、二十四式と練習して

います。 

私は一生懸命になると、どうしても身体に力が入っ

てしまいます。正しい呼吸の仕方、二十四式の正しい

動き方が難しくて皆さんと呼吸を合わせることがで

きませんでした。稽古を一回 一回 一回と重ねてい

るうちに自然と身体の力が抜けていました。少しです

けれど皆さんの動きも見えるようになりました。そし

て皆さんの呼吸も感じるようになりました。 

これからも稽古を重ねて正しい太極拳を身につけ

たいです。そして皆さんと呼吸を合わせて楽しい太極

拳ができるようになりたいです。 

先生の丁寧な指導、温かく応援してくれる皆さん、

ありがとうございます。 

(小早川 美江） 

 

 やしお市民大学  

昨年と今年は緊急事態宣言などの影響によりカリ

キュラムに大きな変動があり、結果として、大学院

の研究発表会は 5月、17期の自主研究発表会、卒業

式は 6月になりました。また、令和 3年度は新入生

の募集が停止となりました。 

 

☆大学院研究発表会☆ 

5月 29日(土) やしお生涯楽習館 多目的ホールに

於いて大学院研究発表会が行われました。研究テー

マと研究者名は次の通り。 

1.「地震の研究」        遠藤孝院生 

2.「八潮市の地産地消の現状と考察」 

狩野雅巳院生 

3.「手話をもっともっと知ろう」 長岡恵子院生 
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☆自主研究発表会☆ 

6月 19日(土) やしお生涯楽習館 多目的ホールに

て自主研究発表会が行われました。研究テーマと研

究グループ名は次の通り。 

1.「みんなが憩える公園」    （すてきな公園） 

2.「川に抱かれた町・八潮市の川と橋を知ろう」 

（川と橋めぐりの仲間たち） 

3.「健康で今のコロナ禍時代を生き抜くために！ 

（ピーチ） 

4.「キャリア教育!」           （築田） 
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☆“Withコロナ”のやしお市民大学”☆ 

 コロナ禍の状況で市民大学の企画運営も苦労して

おります。 

通学もままならない状況下、学生の希望を取り入れ、

令和 2年度では、1学年の期間は、1年と７ケ月間。2

学年はなんと９ケ月間となり、６月の卒業式となりま

した。 

また、緊急事態宣言中では、休校や延期になった授

業もあります。 

この様な状況のもと、入学者の数も減少しておりま

す。ただいま、1学年の学生数は 10名！ 

やはり人数が減ると授業も寂しく感じられ、これか

ら行われる、自主研究にも影響が出てくるものと思わ

れます。 

コロナに負けてはいられません。これからは、更に、

卒業生のご意見を伺い、連携を深め、学生数も増やし

ていきたいと思います。 

まずは、市民大学を紹介した「パンフレット」を全

卒業生に配布し、ＯＢ会役員や卒業生各期の代表との

会合を考えております。 

 （やしお市民大学事務局 岩間 啓） 

 

☆大学・大学院 卒業式・入学式・始業式☆ 

6 月 26 日、大学卒業証書授与式が行われ、17 期生

12名が大学を卒業されました。また、同大学院修了証

書授与式が行われ、大学院 14期生 3名が大学院を修

了されました。 

おめでとうございます。 

なお、今年は新規入学生の募集を停止したことから

入学式はありませんでした。 

 

 会計監査   

☆ＯＢ会の会計監査☆ 

3月 27日(土)楽習館 団体活動室に於いて令和 2

年度の会計監査が玉木会長、大熊会計役員立会いの

もとで監査役の川和田政子氏、原文雄氏により行わ

れ、会計処理が適正であるとの報告を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 臨時寄稿   

ある資料を見ていたら気になる記事がありまし

たので転載致します。 

 

☆身体の健康を保つ為には☆ 

人生 100年時代とも呼ばれている昨今、老後を楽

しみながら、できる限り家族への介護負担を軽減し、

長く健康でいたいと考える方も多いのではないで

しょうか。今回は、健康寿命を伸ばす為に必要なこ

との一つである、運動についてご紹介します。 

老若男女問わず行える運動といえば「ウォーキン

グ」です。障害が生じる危険も少なく、これから運

動を始める方でも、抵抗感なく継続して取り組みや

すい運動です。またウォーキングにより血圧の安定、

心肺機能の向上、血糖値の低下等の効果が見込まれ、

生活習慣病や骨粗しょう症の予防にも効果的です。 

ウォーキングといっても、ゆっくりと歩いている

だけでは、足を引き上げるのに必要な太ももの筋肉
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や体幹部が使われていません。中高年を過ぎて、こ

れらの筋肉が低下してしまうと、足が上がらなくな

ってすり足になり、転倒しやすくなるケースがあり

ます。そのため、早歩きをする習慣を作ることが重

要です。また、歩く速さだけでなく歩幅も大事な要

素です。チョコチョコと狭い歩幅で歩いているだけ

では、あまり運動効果が得られません。理想的な歩

幅は身長×0.45と言われており、普段の歩幅に加え

て 10～15ｃｍ広げるつもりの「やや大股」で歩くの

がいいでしょう。 

 さて、皆さんが一番気になるところかもしれませ

んが、1 日何歩、歩けばいいのでしょうか。現在、

厚生労働省では 1日当たりの効果的な歩数を「8千

歩」としています。8 千歩を踏破する目安は時間に

しておおよそ 1 時間 30 分で、距離は身長によって

異なりますが、３から５ｋｍになります。「毎日３

～５ｋｍなんて歩けない」と思われるかもしれませ

んが、家の中の片付け、掃除、洗濯をすれば約３千

歩になるうえ、仕事で外へ出ることを考えれば１日

８千歩を達成することも難しくはありません。もち

ろん職種や生活習慣によって、歩く歩数は人によっ

て異なりますが、まずは自分が１日何歩、歩いてい

るかを知るために万歩計を付けてみては如何でし

ょうか。最近はスマートフォンのアプリにも万歩計

があるので是非ダウンロードしてみて下さい。ウォ

ーキングを習慣化して、体の健康を維持しましょう。 

 

各年代の歩行速度（ｍ/分） 
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やしお市民大学ＯＢ会 ＯＢ通信ＱＲコード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊次号の発行は３月を予定しています☆ 

今年度は現在まで活動が制限されておりました

が、今後は順次コロナ禍が終息することを願いま

す。そして次回 3月発行の６０号は新年度に向け

た部会活動予定、各期の懇親会などの活動を積極

的に掲載したいと考えております。ぜひ、記事投

稿をお願いいたしたく、各期代表・役員の方のご

協力をお願い致します。 

・記事は 300～700文字程度とし、できるだけ写真

添付でお願いいたします。 

・記事、原稿締め切りは２月末(豊田着)でお願い

致します。 

・企画事業はじめＯＢ会の記事は会長又は副会長

経由、部会報告は部長経由、その他は適宜記事

の提供をお願い致します。 

 

☆編集後記☆ 

コロナ禍で各種行事も中止に追い込まれてきま

した。ＯＢ通信も新しい編集委員が選任されまし

たが７月発行分を中止と致しました。 

ワクチン普及、生活習慣変更、治療薬開発など

の効果でしょうか、最近は感染者数、入院者数、

重症者数、死亡者数など各種指標も改善に向かっ

ている様に思われます。これからは順次活動が始

まると予想しております。会員の皆様の積極的な

投稿を期待しております。また、編集委員をやっ

てみたい方はご連絡下さい。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

やしお市民大学ＯＢ会ＯＢ通信編集委員会 

編集委員 田邉信代(10期) 

寺嶋 誠(12期） 

堀 公保(13期） 

酒井美代子(13期） 

金澤文子(14期） 

高橋専一(14期） 

平松伸介(14期） 

鹿野雅巳(16期） 

責任者/連絡先/記事送付先： 

豊田 隆(会長 10期） 

（PCメール）takashi.toyoda74@gmail.com 

〒340-0833  八潮市西袋 874-6 

(携帯電話)         080-3533-8352 

(携帯メール）tkstoyoda8352@gmail.com 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

各年代の歩行速度（㎡/分）

20~24 25~29 30~34 35~39 40~44 45~49 50~54 55~59 60~64 65~69 70~74 75~79 平均 男女平均

男性 88 85 96 85 82 83 78 73 70 64 61 55 76 71

女性 74 74 72 67 71 79 67 64 59 60 55 51 66

50~54 55~59 60~64 65~69 70~74 75~79 平均 男女平均

78 73 70 64 61 55 76 71

67 64 59 60 55 51 66

http://#

